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北海道の開拓は明治維新を契機として国家中央集権の強力なる近代的拓殖経営により， 日本経

済に於ける資本蓄積増大， 即ち資本主義化発展の原動力となり得べき資源の開発及び国防による植

民政策の一環として行われたものである。 然し当時の開発政策の中心は専ら原始産業の農漁鉱に依

存せしめ， これを推進せしめたが， 本道産業の後進性は本州に較
べ甚だしく、劣り， ここに於いて政

府は近代的国家企業により， 此等を補填し，着々と生産様式を近体化する事に成功したのであるが，

国家財政の貧困は官営企業を民営に切換えざるを得ない現状に至り，１８８１年民間払下げと共に資本

家の手に委ねてしまったのである。 それ故本道資本の発達は道外の巨大資本に圧せられ， 資本支配

下に於ける開発は特定の資源のみに集中し， 本道全般の開発に行渡らず， 顧みる事がなかった。 故

に本道の開発は狭められ， 昭和の時代に移ったのである。 ここに於いて本研究か１８６８年より１９２６

年迄とした所以は， 本道の特色として当時代が最も資本主義発展過程を把握するのに容易
である事

と， 第一期拓殖計画が大正末期迄強力に推進され， 各産業の生産様
式が近代化された。 この二つに

よるのである。 然し留萌管内の明治大正間の資料が乏しい事と， 終戦
時に於ける各支庁及び市町村

の産業統計資料の焼却により， 資料蒐集が不可能に思われたが， あらゆる文献と開拓旧家の日記帳

及び大福帳に依り， これ迄研究されずにいた当時代の商業史に力を注いだのである。 即ち商業史の

中心課題は資本主義経済の発達過程であって， 商業の時代的変遷殊に商業資本と商業組織並びに商

業経営の発展について批判検討しなければならず， 本道の総合経済の抽象的研究の立場より÷歩進

んで留萌を主体とする個別経済社会の具体的研究に主眼を置いたのである。 即ち此分析は事実的経

過を明確に示すものである。

　

この研究は２９年度文部省科学研究助成金による北海道商業史空知篇

からの継続である。

第ー章 明治初期の商業政策

一 明治以前の開拓概況

　

蝦夷地の漁業が沿岸漁業として産業振興に大なる貢献をなし， 本道商業の礎をなすに至ったの
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は松前慶広時代に於ける藩知行制度の確立と， 矩広時代に於ける場所の設定及び請負人の誕生であ

る。 此等は益々商業の機運を高めると共に以前に於ける和人と蝦夷の交易及び奥羽地方又は樺太山

越地方の交易が助長発展され西蝦夷地開拓の起因となった。 即ち場所の拡張と漁場の整備は， 藩の

経済的建直しと植民政策を推進し， 又天明年間の奥羽地方の大凶作による影響とはいえ， 蝦夷地へ

の移住は形しく， ここに道北西部の開拓に一大曙光を高すに至った。 一方政治的には蝦夷近海に当

時は外国艦船の出没多く， 藩として又幕府としても等閑にする事が出来ず蝦夷地の測量に従事する

と共に， 辺防と露国の南下侵略に備える万全策を講ぜねばならなくなった。 此等の措置は必然的と

いうものの工藤平助の赤蝦夷風説考， 林子平の三国通覧図説及び海国兵談， 本田利明の蝦夷私考等

の著書相次いで世にあらわれ， 世論の昂りと共に幕府をして辺防の開拓に力を致させたと云わなけ

ればならぬ。 即ち幕府の蝦夷開拓の重要性の急務と東蝦夷地， 千島樺太等の調査及び測量が実行さ

れ， 従来の楽観的及び退嬰的
１）蝦夷経営方針を一変するに至ったのである。 斯様な外政的問題と相

僕って内部的には藩政の腐敗と寛政初年の蝦夷の叛乱が藩の威信を失墜したのである。 この機に臨

み幕府は，寛政１１年東蝦夷地を直轄となし，西蝦夷地は従来通り松前藩に属したが， その施設その

他経営に乏しく結局幕府の支配下と同様であった。文化３年３一６月迄幕府目付遠山金四郎，勘定吟

味役村垣左太夫は西蝦夷を巡視し， 西蝦夷日記に留萌の事を載せたのもこの時である。 文化４年収

公され全蝦夷地は幕領となり，文政４年の２３年間は留萌天塩沿岸は幕府の直轄となった。 その間蝦

夷の開拓は道路開馨に２）向けられ， 又一方殖産興業に力を尽し農業牧蓄， 林業等の技術的大改善に

よる産業の振興を計ると共に西蝦夷地に於いては漁業がその中心となりその発展促進に勉めたので

ある。 蝦夷の商業が漁業に依存したのは農業及び鉱工業製品の生産技術の低下と産物の不足が本道

和人の生活に大きく左右され本州との交易を全儀なくせしめた。 然し此等の事実は農工業より漁業

の生産方法が優れていたとは思われず， 漁獲の利が他の産業より大であった事は漁場に恵まれてい

たと見るべきである。 この本道交易を発展助長させたものは商業者としての出稼人及び土着の商人

であるが， 中でも近江商人を除いて無くその商業技術と忍耐力は当に他の追従を許さず１７８６年（天

明６年） 佐藤吉六郎の提出書中に見られる如く， 当時の富商１７名中１１名が近江商人なる事を述べ

ている。 又商業の助成的機能としての問屋（１７２２年）及びノＭ言（１７３９年）が福山に次いで箱舘江差に

も設けられ， その発展は自覚しいものがあった。 即ち本道交易の産物中
４）移出品の第一は漁獲品で

猟獲品， 木材であった此等の漁獲品の中悉くが留萌天塩沿岸より獲れるものである。 又此等商品の

取引地は主に奥羽地方北陸道諸国並びに小浜敦賀の二港を経由して京阪地方に移出されたが， その

個々についての資料がなき為，当時の交易の詳細を知る事が出来ないが敦賀貿易史稿及び遠目鏡（夫

和２年）５）に当時の一部を偲ぶ事が出来る。 移出品の中代表的なものは鯨， 鮭， 昆布の三種であり，
肥料としての千陳は南部津軽出羽北国地方より近江に亘って使用され鯨鰯は全国に使用された。
昆布は正徳， 享保の頃松前物産問屋で昆布屋伊兵衛が居り， 宝暦以後益々盛んとなり， 安永， 天明

の頃には数軒の昆布問屋が出来る程であり， 又長崎交易品である顔海鼠も大阪の俵物請負商人に渡

さえていた。 交通の進歩は市場を次第に開拓し大阪は松前の重要な市場となった。 これに較べ江戸

の取引は木材塩鮭の移入稲増加したとはいえ， 大阪の比ではなかった。 本道の移入品は主食及び日

用消耗品， 備品等多くの種類
６）及び米は享保の初頃一ヵ年の移入高三万石余で其移出地 （津軽秋田

庄内） を主とし北越其他から入る事もあったが， それ以外松前藩が酒田で幕府から年々米 ４，５００俵

の払下げを受けて居た商品の殆んどが西週航路に当る諸港から移入さえ， 江戸からは未だ重要な商

品の移入はなかった。 一方蝦夷と国外との交易も古く樺太山胆地方との交易
７）もあったが， 此等の

交易をより発展させ漁業の振興に役立った事は請国との貿易であった。 即ち長崎より請因に輸出し

ていた銅の生産が減少した為幕府は銅の輸出を減じ， その補頭に他の商品を充てる事になり幕府は
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１７３９年１１月松前藩に命じｆＴは海鼠を長崎に移出８）させ，又幕府は１７４１年昆布百万斤を長崎の松田善

蔵に売る様に命じた為移出高も漸・次高まった。１７５４年長崎俵物請負商が昆布に４００両前海鼠白干魚包

に４００両の運上金を納め松前藩にその買受を請い許可さえたが，事実上買築は近江商人に任さえ た。
その後１７６５

・
年長崎商人の直買となったが前貸金が買築人の負債となり固定化する傾向があり，幕府

は１７８５年．改革の要に迫られ全国俵物買入を官営とし，箱舘に会所を設け普請役が来て買入る事にな

り長崎会所直買入となったのである。 此時代に於ける金融は， 本州の商人が利益を独占し本道の事

業を営むと共に利益金を郷里の本店に送り， 残りを士族及び漁民に融通し漁民の貸付法を仕込若く

は仕送りと言い経営資本は勿論生活費迄前貸とし， 収獲物を一切商人に委託販売させその売上高よ

り元利を控除する方法がとられ，金利は松前時代末期に於いては普通貸借は一カ月１０両にィ寸金１分

（年利３割）乃至２０両にイ寸金１分（年１割５分）であり，蝦夷地出漁者及び其他漁業者の仕込は一期間

利子４割が藩令９）で示され， 又質物は其期限 ６カ月以内利子は一カ月４分とし， 盗難， 火灘等に雁

った時は両損たる事が質屋規定に記され， 為替も
１０）当時発達し豪商は松前と江戸， 大阪等に店舗又

は取引先を有していたので為替は非常に便利であった。 当時の貨幣は１６１７年以来砂金が数１０年間

多量に産出された為砂金が流通し， 砂金７匁２分を慶長小判壱両に砂金１匁８分を以って金１分（１

両の１／４月′こ打換されたが， 後砂金が減少した為その通用を廃し， 一般貨幣として金が用いられ金貨

の流通により銀貨は通用せず， 金と銭の比率は１７１７年松前蝦夷記に砂金１匁を長銭１２０文と記し，
金１両（砂金７匁２分）に長銭３賃２４女の相場であり，１７３９年北海随筆には砂金１匁を銭６００文金

１両に銭４貫３２０女の相場で， 其後一定して或る部分の計算例えば鮭， 塩， 金， 引苧等の売買の際

に於ける立金及び沖口収税中の砂金名目のもの等に用いられ変更きれず， 之と共に他の部分の計算

に時相場を使用した為， 時々変動があり， 前幕領時代に金１両を銭６貫８００文①と定めたものであ

る。 然し１７９９年以来鉄１０，０００貫文を江戸より廻送したので蝦夷地に初めて銭が流通し， 従来の交

換と勘定の不便を解決し又交易の方法も従来の弊害を一掃し， 相場を変更せず産物の粗悪品及び秤

＊舛等を正し正常な交易を推進せしめた。 然し此銭の通用を拡大し金銀銅の通用金の鋳造及び銀札を

発行すべき造幣策もあったが， 幕府は金銀銅の流出を恐れ， 蝦夷地に鉄銭以外の通用を許さず， 和

人の蝦夷出稼商業者の産物買取相場は時価で， 蝦夷の相場と異なった。 即ち蝦夷の買入値段は従来

玄米を標準とし， 交易比率は玄米１升５６文と換算されたが，此等は東蝦夷地に於いて施行され，西

蝦夷地に於いては以前として玄米の数量で換表されていた。 又此時代は東蝦夷地に於いて官営の商

業１１）が行われその機関として１７９９年会所を江戸及び箱舘に設置し， 全国主要地に御用扱町人を置

き各場所の仕入物は毎年１０月限り奉行所が取集め会所掛が検査し調役一同認印した後，吟味役に差

出し認可を経て御用間は注文品を注文先別に諸国に分配した注文帳を作り， 同じ上司の検閲を受け

て注文を発し， その貨物を箱舘に輸送させ之を倉庫に入れ， 蔵出の都度払帳に記入の上送状に直段

帳を添え各場所に発送したのである。 文化２，３年の会所総仕入高２３，０００～２４，０００両で金額の最も大

なるものは大阪で， これに次ぎ江戸， 箱舘， 敦賀， 越後の順ですべて２，０００両を超えていた。 民間

商業も官営の商業の為一時打撃を蒙ったが， 東蝦夷地幕府の直捌となるや産物は凡べて函館に集散

さえ， 従来の柴産地福山は大被害を受けたが， その後直捌廃止となり， 東蝦夷地場所は福山箱舘の

請負となったが， 新興箱舘商人は福山商人の比でなく漸次商業の中心は福山に移り， 幕府は箱舘の

商人高田屋嘉兵衛をして東蝦夷地最大の出産地を請負わせたので， 商況は回復するに至った。 然し

天明以来の凶漁の影響は各漁場に波及し衰退したが， 文化５，６年の漁況の回復と共にその後漁場は
並列して発展するに至った。 その後天保５，６年の大凶作は奥羽地方及び松前より多くの人々を神威

岬以南に移住土着せしめる動機となった。 天保８年（１８３７）には移住者が特に多く部落を形成するに

至り商店，髪結，按摩等を開業する者があった。 天保１１年（１８４０）松前藩は増毛場所請負人伊達林右
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衛門， 留萌場所請負人栖原↑中蕨連名で請負場所内に漁民の出稼許可出願に対し許可したので， 出漁

民は他と同様漁獲物の２０％を請負人に納め自由に福山，江差に送り販売出来る様になり，
．ここに於

いて漁場は拡大し産物も多くなり商況１２）は著しくなった。 一方これに反し東蝦夷地の根室， 国後，

択捉の漁場何れも不漁で１８４１年西蝦夷地１０，６００余両， 東蝦夷地６，９００余両の運上金であった。

　

又

１８５４年西蝦夷地１０，８００余両，東蝦夷地８，４００余両でその他の上乗金差荷等の雑税は悉く西蝦夷地に

課せられ，西蝦夷地漁場の優位性を示している。１８５５年箱舘奉行はきＰ口に出入する商品の課税を前

幕府時代に復し， 又同年より実施の酒役の３０％，魚油役の３５％，免除及び？中口移入品２％口銭等商

業振興策をとると共に， 一方では貨物出入取締を厳重に励行したが悪弊があり，１８５６年９月大改革

し問屋取締役を設け町年寄を任じ， 各場所荷物送状は勿論積合荷物改方売捌荷物入札等にも立会せ

従来問屋其他から沖ロ番所に提出する願書に問屋頭が奥印したのを改め蓮印・させ， 奥印は問屋取締

に為さしめた。

　

然し此等の行為は船手（船で来る商人）が困るので沖口口銭（問屋口銭と混同する

為１８６０年関３月沖口役銭となる）は売買価格よ．り一割下げた価格を基礎として上納させ，更に産物

会所１３）を江戸（１８５７年）大阪（１８５８年）兵庫出張所，堺（１８６１年）敦賀（１８６２年）及び京都売捌所を設置

し，此会所は箱舘裁判所の時には生産会所と改められ，開拓使時代には又産物会所となる。此等は箱

舘奉行の財政政策の一貫として施行され， 又問屋， 小宿も安政年間に入り福山に１５軒，箱舘１
０軒，

江差１３軒の問屋及び福山に１９軒， 箱舘に９軒， 江差に４軒の小宿あり， 問屋は官許を得た株式で

譲渡は禁ぜられていたが，．事実売買が行われ襲名して出願すれば許可された。 又小宿株式は売買が

許され譲渡の届出で認許になり， その他の株式には質屋， 遊女屋， 湯屋， 旅人宿， 酒造， 髪結等が

あり， その他の商売には何の制限もなかった。 然し蝦夷交易は各場所請負人以外行う事が出来ず，

産物は請負人より福山， 箱舘にて船手に売渡し， 又は場所渡しの約束をなし予め代金を受取り， 荷

物切手を交附し場所にて産物を渡したが， 問屋は何れの場合に於いても売買の仲介をなし， 価格を

定めて口銭を得， 又交易は貨幣の適用を許して物々交換となし， 米を標準として定められ玄米
１４）１

升５６文となし，年１回の差引計算を行い事実上貨幣の流通は殆んど見られなかった。
一方為替も江

戸， 大阪， 京都， 庄内， 新潟，，敦賀等各地に取組まれた。 以前は手数料も殆ん
ど要する事がなく，

後幕時代の末期に至ってはじめて箱舘に於いて１００分の２と定められ荷為替はなかった。 金利は前

幕時代と変りなく， 信用ある短期貸借は無利子無証文で普通貸借１割５分及び
３割であるが， 漁民

に於いてはヲに常に高く低当物権も子供自身， 夫婦等を書入れるものがあった。 当時の金融も無尽，

頼母子講等があり， 又慶応２年金融会所誕生し年４回掛金を出し， 金子を出願者に貸与していたが

利子は不明である。 質屋も天保年間迄４分の利息であったが， その後
３分となり慶応２年物価高騰

の故を以って４分に復するに至った。 又新銭の価格の変動も激しく前松前時代の金との交換比率も

前幕時代には他地方と平均さえ両替６貫８０３文と定められたが， その後６貫５００文と下落したが箱

舘， 江差の定相場は依然と６貫８００文を割らず（天保１
４年５月）１８４３年に両替６貫５６０文となり，

弘化に入り６貫４００文となった。 然しこの下落も慶応時代に入り天保当百銭及び文久銭移入してか

ら更に拍車がかかり物価漸次騰貴し， 慶応元年３月箱話すの下り荷物は前年より１割５分， 亦秋には

白米１升４８０文，味噌１貫匁銭質５０叉となり，同２年５月米価高騰し箱館に於いて白米
１俵金４両

以上となり， 秋に奥羽地方凶作の為１俵６両余となった。 此等物価騰貴の為明治元年（
１８６３年）５月

箱舘裁判所は両替銭１３貫６００文となしたが，その後支郷米の輸入は米価を下落せしめると共に物価

は安定するに至った。

　　

道北西部の，史的開拓の足跡は１５９０年前後を以って賭光を見るに至った。即ち前松前時代
１５）に

於ける松前慶応の藩政の建直しと， これに伴なう経済的基礎確立は緊急となり， 松前矩広の頃， 藩

知行制度の創始と共に場所の設定及び場所請負人１６）を生み， この期に至って漁場開拓の足跡が西蝦
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夷地に及んだのである。 然しこれ以前よりこの地に於いては夷人の貢租が行われていたが， それ等

は史的発展に大きな価値を見出すに至らなかった。若しあったにせよ歴史的事実の記録もなければ，
それを実証する資料も未だ一つとして現われていない。１６３５年（寛永１２年）松前公広が増毛， 留萌

を家臣下国兵太夫に苫前， 天塩を松前貢に支配せしめたのである。 故にこの地の歴史的祖は此両氏

に負うのであるが， 此両氏は徒らに此地の夷人との交易に終始し， その後に見られる今日の漁場の

開拓と産業の発展は村山伝兵衛事跡調書１７）に見られる如く，村山伝兵衛
１８）その人によらねばならぬ。

留萌漁場は世襲的に村山家がこれを継ぎ，１７９０年（寛政２年）には更に樺大漁場の開拓に力を尽した

のである。 然し１７９６年｛寛政８年）４月松前道広の専制の為， 宗谷，斜理，樺太の三場所の請負を免

ぜられ， これに代り板垣豊四郎支配人となった。 伝兵衛は同年又増毛， 苫前の秋味（鮭）請負をも免

ぜられ， 伊達浅之助に代り漸次各漁場を失い， 往年の蝦夷地に於ける唯一の巨商の地位を失うに至

ったが為， 本道の経済界の混乱と打撃の被害は甚大にして， これに較べるものなく当時の藩政の欠

陥とはいえ惜みても猫余りある。 その後１８４０年増毛場所伊達林右衛門及び留萌場所栖原イ中蔵連名

にて請負場所内に於ける出稼許可の出願をなし， 許可きれて以来出漁民は漁獲物を福山， 江差に自

由に販売②する事が出来る様になり， 商業の発達と共に漁場は益々拡大するに至った。 即ち村山家

により開かれた漁場が基礎となり， 栖原家は留萌沿岸漁場の隆盛を窟したが， 我々は村山家が栖原

家へ場所請負人を如何にして引渡したものか， 又村山家が留萌場所請負人を樺大漁場開拓の為に栖

原家に譲ったものか， それを証する何物もない。 ただ１７８６年フ代目栖原角兵衛は松前藩より天塩

沿岸及び天売焼尻の場所言青負人及び１７８７年留萌， 苫前の全部の請負を命ぜられて居り，１８０９年幕

府は樺太の請負を栖原三右衛門， 伊達林右衛門に命じている。 斯様に栖原， 伊達等による漁場の進

展と共に一方安政年間に入り愈々対外的関係は政治問題と絡み， 遂に１８５８年北米合衆国と和親条

約が締結， 直ちに同年６月箱舘奉行所
１９）が設置され， 対外的処理一切をなし， 蝦夷地の警備に奥羽

の南部， 津軽， 仙台， 秋田の四藩をこれに充て， 後に庄内，会津二藩にも蝦夷地の一部を与えられ，
庄内藩は留蔵附近にあり防備と開拓に当ったが， 此地方の管轄は幕府に直属する箱舘奉行の監督下

にあったが， 支配はあくまで庄内藩で産業としての漁業の影響は大きく， 特に栖原漁場は経済の中

心をなしていたのである。 １８５５年以来土着民及び和人の人口移動も漸次殖え漁場は益々活発とな

り， 又庄内藩は警備と開拓営農に勤め，賢別，茅原の二村を開墾し， 又増毛は１８５９年秋田藩， 苫前

は１８６０年庄内藩士小石川兵衛により，小平１７８２年，天塩１８０４年等栖原角兵衛の漁場開拓は今日の

史的発展に犬なる貢献をなすに至ったのである。

〔註〕

１） 松平定信は－ャ井竹山， 中井層軒の蝦夷地の消極策を一時信じ天明度の蝦夷経営計画を中止し， 只御救交易に依

　　

り蝦夷人の懐柔に努め， 事業による利益を幕吏の蝦夷駐在の費に，北地の監察に当らせた。 寛政４年露国．使節

　　

の来朝も意を変える事なく徒に露国の南下は侵略にあらず交易であるとし， 松前藩を信頼して幕府の警備は津

　　

軽南部の海岸迄となした（新選北海道史第ニ巻通説 ｐｐ，３９９～４００）。
２）１７９８年｛寛政１０年）幕府勘定近藤重蔵は下野原肋（本名木村謙次）等を指揮して十勝場所ルベシベッからビタタ

　　

ヌンケに至る山道を３里弱開蟹， これが本道道路開盤の晴矢なり。１７９９年（寛政１１年）水越源兵衛，最上徳内，

　　

中村小市郎， 小林卯十郎等をして工事を担当， 便器大河内政寿が様似に出張様似山道（様似冊幌泉）３里弱， 猿

　

留山道（幌泉一ビタタヌンケ）１７９９一１８ｏｏ年御騰仙鳳路）９里余，礼女華山道（長万部一虻田｝Ｇ各８。 総 憲

　

裏 斑）脚６年（仙鳳魔一厚岸）（岩内－余市）女化３年遠山，村垣 填 が西蝦夷地巡検の調査後１８０９年岩内場

　　

所請負人菊地新左衛門， 古宇場所請負人福島新左衛門， 余市場所請負人柏屋喜兵衛の３人が幕府の意を体し各

　　

番人をし人蝦夷２４人を出し開馨， 千歳越（勇払－勇払沼－ヒビ一千歳－千歳川－石狩川－石狩）１８０８年雨竜越

　　

留萌場所の支配人山田屋女右衛門が蝦夷を使い開盤，（留萌場所－ヌプシャ－

　　　

－尾白利加 （現在新津川町

　

と雨竜村の境界’約２５里， 一 石狩川－江別太；繋 後廃道，網走越（即７一ｍｏ）約４６里，斜里越約３７里
余（同上ｐｐ，４２７－４２８）。
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成

３）１７５９年福山問屋大黒屋茂右衛門，大津屋武佐衛門，．中島屋喜右衛門， 広島屋卯右衛門， 回部屋害兵衛， 川内屋

　

久兵衛， 近江屋忠右術門， 塩越屋作右衛門， 蓬葉屡忠左衛門， 種倉慶治左街門，１７４８年５月箱館問屋６名， 小

　

宿１６名許可，若狭屋宗太郎，角屋太郎右衛門，亀屋武兵衛， 秋田屋喜左衛門， 長崎屋半兵術， 浜田屋兵右衛門，

　　

江差の問屋株小宿株が許されたが起源不明（同上ｐ，２２３）。
４） 開陳， 身欠嬢， 胴鰍， 干鮭， 塩鮭， 塩鱒， 串貝（飽を串に貫いて乾燥したもの）煎海鼠，右焼鰍｛焼石で油を取

　

った鯨） 干海扇， 魚油鱗鮫皮， 昆布鷹， 真羽， 臓虎皮， 脱鵬膳， 海豹皮， 熊皮， 熊胆， 鹿皮， 生鶴， 塩鶴， 寸

　

南其他木材， 椎茸， エブリコ（針葉樹に生ずる薬物となる｝｛同上ｐ．２２４）。
５） 寛女年間敦賀に移入きれた松前物（近江商人の荷所荷は恐らく此の外であったろう）は一箇年金額１，５００両程で

　　

其品は昆布， 千鮭， 塩引， 串貝， 煎海鼠， 鯨， 練， 数の子，！恩納胸， 生鶴真羽， 椋鳥， 皮類の１３種でめった。

　　

当時の敦賀には松前藩船の船宿２戸， 松前物問屋３戸， 江差宿２戸， 昆布問屋３戸があった。（ー司上ｐ．２繋）

６） 米， 味噌， 醤油， 塩， 酒， 麹， 茶， 煙草， 呉服大物， 綿， 紙， 蝋燭， 金属器， 漆器， 漁網， 麻縄， 趨， 其の他

　

種々。 ー

７） 樺太島との交易は専ら宗谷海峡の南北に於いて蝦夷の間に行われ， 叉樺太蝦夷は山麹地方の土民と交易してこ

　

の方面から支那の古衣， 織物（蝦夷飾と呼ぶ）虫巣玉（樺太玉と呼ぶ）等が移入され数量は多くなかった。福山秘

　

府は１４８５年北夷から銅雀の瓦硯を出した事を記し，１５９３年蛎崎慶広が徳川家康に議した時， 樺太から伝来し

　

た道服を着て居た処家康が非常に珍らしがって懇望したので即座に脱いでこれを贈ったと言う。新選北海道史

　

第二巻通説（ｐ，６８）

８） 松前藩は元文５年秋， 煎海鼠４４０本（１本１３０斤），串飽８４４， 束昆布６，０００駄，身欠燥３本（１本４，０００入），石花

　

菜５本（１本８貫目）， シウリ貝６本｛１本１００斤）を長崎に送ったが， 順風ならず翌寛保元年に着いた。（同上

　

Ｐ，２２６）

９） 一． 金銭貸方利息覚之儀正金拾両に付壱ヶ月壱歩尤大金貸入之節は金参拾両に付金壱歩迄允可し数候尤蝦夷地

　　

仕込の利潤薗魚非取椴仕入賞之．鎌四割之制之

　　　

月十二日（明和５年１２年法令の次に載す蓋し同年以後のものである）

１０） 為替手形之事（松前福山諸捷），（同上ｐ．２２９）

　

一． 金弐拾両也

　　

右之通為替金於二当地－板垣豊四郎殿より髭に請取申候。 右代り金此手形引替に御同人に御渡し可し被し下候

　　

以上

　　　

寛政十一年己未年十一月七日

松前伊達店 吉田林右術門

　　

○松 前 捨 治殿

　　

○戸木三郎兵衛殿 （○此二人は江戸伊達本店支配人）｛同上ｐ，２３１）

１１） 米， 味－１旨， 其の他の諸品を買入れ是を直捌地の各場所に輸送して蝦夷若いば出稼人に供給し， 叉蝦夷若くは出

　

稼人から産物を買取って之を他に販売する事業を宮自ら行ったのである。（同上ｐ．５０２）

１２） 岩内では天保の飢鰹以前には和人の移住者２０余戸に過ぎなかったのに嘉永年間には５００一６００戸と・なり海岸軒

　

を連ねるに至った。 叉古宇磯谷歌葉， 寿都， 嶋小牧の諸場所も１００一２００戸の票落となる。（同上ｐ．５７６）

１３） 従来蝦夷地の産物は箱館， 福山， 江差より検査の上移出していたが其検査が緩漫でめった為移出富も精確に知

　　

り難く且つ外国船が来港し密貿易の憂ある為， 此等を取締る為江戸， 大阪其他諸国に箱舘奉行附属の会所を設

　

け官吏を置き其の他の問屋等の中より相応な人物を選んで用達とし， 江戸， 大阪， 箱館の３ヶ所で続鞄し箱舘

　

及び福山からの船舶貨物を取締り貨物売捌の１００分の２３分｛従来諸国問屋の口銭は１００分の１００分の３～１０で

　

あった） を上納させ諸費用を引去った残りを以て蝦夷地の警衛並に開拓の費用に加入へたい意向から幕府の許

　

可を得て前幕領時代の産物会所にならって設置された。（同上ｐ．７３８）

１４） 前慕時代に鉄銭を通用したが後松前時代に廃止したが交易上不正多く箱舘奉行所は鋳造を必要とし１８５６年２

　

月蒲府に察請し６月上申して許可を得１１月箱舘谷地頭に銀座を殺げ同４年２月より鋳造し同年間５月通用を

　

開始同５年１１月進に１１万６５０貫女を鋳造箱舘通宝と称し引替人は両６貫９５０女を以て下附し両に付６貫８００

　　

女で両替， 他銭と新銀の引替は６貫９００女を以て新銭６貫８００女となした。（同上ｐ，７４３）

１５）１５９０年（夫正１８年）鰯崎慶広上京し豊臣秀吉に謁し蝦夷島主を以て通せられ， 安東氏の配下を脱して独立して

　　

より１７９９年（寛政１１年）松前章広の時代に幕府が蝦夷を収公する約２００年をいう。（北海道史年譜橋本尭尚 Ｐｐ，

　

８－１８）

１６） 請負人は請負場所に連上屋を設け支配人， 帳役通詞番人等を遣し， 米， 酒， 麹， 堀， 煙草， 鍋， 小刀， 針， 古

　

着， 反物， 糸， 漆器， 樽， 耳環， 煙草管等を送り蝦夷が漁猟して獲た所の品物及び手工品を交易した。 但し軽
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物と称せられた熊皮， 熊胆， 鷲尾， 猟虎皮， 海豹皮，脱月内脳， エブリコ， 山纏綿玉等は幕府献上となったので，

　　

請負人の交易は許されなかった。 叉交易には一切金銭を用いず物と物とを交換し米を以て諸品の価値が定めら

　　

れ， 米一俵を単位とし最初二斗入であったが，８升が定量となった。１６８８年水戸の快風丸が石狩に来た時米一

　　

斗二升が生鮭１００尾が当時の定法１７９０年家老松前左謄等の陳述によれば米一俵８升入に付，干鮭， 千鱈は各７

　　

束（一束２０尾）生鮭は５東であった。
１７）「寛延三年より宝暦５年に当るまでの６年間留萌，宗谷の漁業に尽力し手船数鰻を備え，鋭意出産物を輸送せり，

　　

此頃海鼠の漁法皆三本鋸を用ふるが故収獲僅々のみ伝兵衛これを愛へ漁法に精しき者を撰按し往蝦夷人に伝習

　　

せしむ是より大いに収獲を増せり」留萌町史（ｐ，１２）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　

　

　　
１８） 初代伝兵衛は始め伝大夫と称し能登国羽咋郡安部屋村に生れ松前に移住（時代不明）し， 松前藩士工藤八郎右術

　　

門に寄萌し同藩船頭古谷勘左術門の娘れんを養母として一戸を構えた。 屋号を岡部屋印を⑮と称した。 数鰹の

　　

船舶を所有して貸物を運送した。 寛延３年（或は宝永３年といい叉は宝暦３年ともいう）より宝暦５年まで西蝦

　　

夷地宗谷， 留萌のニ場所を請負いァィヌに網の製法及び海鼠曳具の使用を教えて大いに漁獲を増加した。同７

　　

年４月殺した，年７５。（北海道史人名辞典第４巻 ｐ．１４３）

　　

村山家は明治維新迄７代に亘って西蝦夷地開拓特に漁場に貢献し，殊にその手腕力量頓に優れ留萌管内は勿論

　　

本道の産業発展に寄与した事は他にその比なく， ７代中最も傑出していたのは初代と三代で基礎を固めたので

　　

ある。

１９） 箱舘奉行支配の届吏は組頭，組頭勤方， 調役
‘

　

調役並調役下役元〆

　

調役下役， 同心組頭， 同心， 足軽の順序

　　

で外に通弁， 在住， 雇， 雇医師で， 前幕領時代と異る所唯吟味役の名を組頭と改め叉安政６年４月調役下役を

　　

改めて定役とした２点である。

　　

箱舘奉行は蝦夷地に役所を置き調律下役に同心， 足軽を添へて在勤せしめ主要地に調役を在勤せしめてこれを

　　

統轄し組頭は各場所を巡回して其政務を見た。

　　　

調役在勤地（各下の諸場所を受持つ）

　

調役下役在勤地

　　

室

　　　

蘭

　　　　　　　　　　　　　　

山越内， フレナイ， 室蘭， 白老， 勇払

　　

様

　　　

似

　　　　　　　　　　　　　　

沙流， 静内， 様似， 幌泉， 十勝

　　

厚

　　　

岸

　　　　　　　　　　　　　

釧路， 厚岸， 根室（但し調役下役元〆）

　　

国

　　　

後

　　　　　　　　　　　　　　

国後ニ人

　　

択

　　　

捉

　　　　　　　　　　　　　　

択捉三人

　　

寿

　　　

都

　　　　　　　　　　　　　　

久遠， 瀬田内， 鳥小牧， 寿都， 岩内

　　

石

　　　

狩

　　　　　　　　　　　　　　

古平， 余市， 小樽内， 石狩

　　

留

　　　

萌

　　　　　　　　　　　　　　

浜益， 増毛， 苫前，天塩

　　

ホ

　　　

谷

　　　　　　　　　　　　　　

宗谷（但し調役下役元〆）斜里

　　　

久春古丹二名

　　　　　　　　　　　　

久春古丹四名

　　　　

（新選北海道史第二巻通説－ｐｐ．６２８－６２９）

　

①

　

新挙北海道史第ニ巻通説－Ｐ，２３２，

　

②

　

同

　　　

上

　　　　　　　　

Ｐ．６０１．

　

二 村落形成と産業開拓

　

明治維新の大業なり蝦夷地は開拓使設置と共に北海道と改名し， 本道１１国８６郡に分割し行政

確立と相俊って拓殖移民の実を挙げんが為嘗って徳川幕府の（安政６年）、１８５９年の北方政策と同様

国防的開拓経営の土地分与を行わんと１８６９年７月，２２日大政官布告を以て諸藩以下の分与の出願を

態慰したのである。 然し水戸藩以下数藩のみが進んで嘆願書を提出し， これに応えたがその他は殆

んど顧みるところがなかった。 それ故大政官は次の布達を発している。 「北海道開拓の儀は兼て被

仰出候通り即今の急務にて追々御手を被為者著候処何分全国の力を用いずんば成功無覚束依之別紙

地所其藩へ支配開拓被仰付」①と斯様な強制的分与を行い， その結果－省一府２５藩８士族２寺院に

分割管轄せしめたのである。 即ちこの地方は天塩国となり， 留萌， 増毛， 苫前， 天塩， 中川， 上川

の六郡に分れ， 同年８月天塩， 中川， 上川，
．苫前は水戸藩の領とされ， 同年９月留前， 増毛の雨郡

は山口藩の支配を受けた。１８７１年行政の大改革となり，従来の省， 藩， 寺院等の支配を開拓使に収

めたが，１８７２年札幌開拓使庁を札幌本庁と改称， 函館， 根室，宗谷（１８７３年２月留萌に移し１８７５年

－２９３－



藤

　

波

　

信

　

成

３月廃止） 浦河， 樺戸の各支庁の六区域となし，当地方は宗谷支庁の管轄となった。，１８７３年２月全

道を３６区， １６０区の大小区劃に分割され， 留萌郡は第３６区に属し， 留萌郡戸長役場が全部を管轄

する事となったが，１８７９年７月２日大小区制廃止し郡区町村の編制確立し，１８８０年７月全道に郡役

所戸長役場を開設し， 郡長， 戸長， 郡区， 村総代人を置き，１８８２年１月には下記に示す如く開拓使

本庁管内８６町３０１村の中に包含された。

第 １ 表

国 郡

　

区 町村 名

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

称

苫

　

前 村 苫

　　

前 白

　

志 泊 力

　　

昼 焼

　　

尻 天

　　

売

留

　

萌 村 鬼

　　

鹿 天 登 雁

　

泊 留

　　

萌 礼

　　

受

天

　

塩 村 沙

　　

流 幌

　　

延 天

　　

塩 遠

　　

別

増

　

毛

田丁 署

　　

寒 畠

　　

中
シチ

　　　

丁ーン
七

　　

源
エイ

　　　

シコ‐
永

　　

寿 野

　　

塚
イナ

　　　

バ
稲

　　

葉 弁

　　

天

村 阿

　　

分 舎

　　

熊 増

　　

毛 別

　　

苅
イ′・

　　

一オ
岩

　　

尾

第

　

２

　

表

町 村 名 戸長役場設置年月日 町 村 名 戸長役場設置年月日

増

　　

毛

留

　　

萌

苫

　　

〕

　　　　

ｆｉｇ

鬼

　　

鹿

焼

　　

尻

天

　　

塩

明治１０年

明治１３年 郡役所の管轄

明治１３年 苫前外２村戸長役場

明治１３年

明治１３年１２月苫前より分村

明治２６年

羽

　　

幌

初

　

山

　

別

天

　　

売

遠

　　

別

幌

　　

延

小

　　

平

明治３０年

明治３４年 羽幌より分村

明治３５年

　　

焼尻より分村

明治３６年４月

　　

天塩より分村

明治４２年 天塩より分村

大正８ 年

　

留萌町三泊村より分村

　　

１８８１年７月留７掬郡役所は増毛に移した為，増毛郡役所となった。１８８２年２月８日開拓使廃止三

県制が施かれたが， その後］８９７年道庁官制改正の結果郡役所は廃止され１８支庁
１）を置き増毛郡役

所は増毛支庁となる，］．９１１年末３区１４支庁
２）となったが，１９１４年９月２７日同支庁は留萌に移され，

留萌支庁と改称今日に及んでいる。 本地方に於ける衆落形成の主因は漁業の劃期的発展に依り進め

られ， 他の産業の追従を許さず， 運上金も東西蝦夷地の第一位を占め生産額の最高位は他に比する

ものなく， 故に此等漁業に伴なう商業従事者の土着及び道タト商人の店舗の設立等である。 然し人口

は漸次増加したが，ｉ比等を阻止し， 商業の発展に大なる支障を高していたものは場所請負制と複雑

なる；中口役所の税制及び産物会所である。 即ち請負人の特権とその専横は他の漁業者及び商業経営

者の進出を圧迫するのみならず， 開拓使の行政と合わず遂に請負制の廃止及びデドロ役所の改称と沖

口海官所規則の施行３）及び産物会所の廃止の４）己むなきに至ったが一時にその機能を停止するには

多くの経済的障害と困難を生ずる為，１８６９年９月２８日の布達 「当今， 版籍返上相成候，御時節柄，

従来商人ノ身トシテ諸場所土地人民ヲ始請負支配シ居候哉， 名分ニ於テ不し宜， 今般披し廃候。 乍し

然撫育米ヲ姓｝，漁猟ノ諸品等速ニ引揚候テノ・，差支候義モ有之候二付，現業ノ処ノ・，年々漸々ニ致二

変革－候様被二仰付－候条，心得違等不し致様，下々ノ者共へモ態々可二申達 候事。」
②となり， 漸次旧

制度の障害を一掃するに至った。 斯様な措置は当時としては大英断にして請負人の打撃は殊に大き

－２９４－



北 海道 商業 史

く， 家財を失うもの数多く出たが， その善後策として漁業を継続するものに限り漁場特として許可

され栖原平七が命ぜられたが，漁場特は依然として旧制度を固守したので１８７６年これを廃止，１８７７

年より新たに出願するものに対して実地調査の上割渡する事にしたのである。 かくて民間企業の進

出自覚しく商況著しく活溌化し増毛を中心として当地方は急激に人口が増加し本道に於いても有数

の市街を形成するに至った。 即ち１８７９年酒井忠郁の北地履行記の中に当時の模様を窺い見る事が

出来る。「……斯くて稚内，天塩も未だ街区を作す迄には至らず， 苫前に来りて， 漸く病院，郵便局，

駅通， 旅舎， 貸座敷，荒物商店皆具はりて三十戸の柾屋根が見られ旅商人入込みて根室以来始めて，

村市の景気があると特記している。 次いて， 留萌は未だ狼難の域を脱せざるも増毛は市街繁華， 書

店， 風呂屋皆具はり， 貸座敷数十戸に芸娼妓六十人を擬する盛況振なる一面を示し， 続いて浜益が

青森， 福山， 函館地方よりの移住者によりて， 地方市街としての諸要素を具備せることを示してい

る」⑨ 此等を合わせ下記に示す表にそのすべてを知る事が出来る。

第３表

　

天 塩 国 戸 数 表

寄留（純轄各部内） １９８

　　　　　　　　　　

２２８

１８７３年

１８７４″

１８７５

　

″

本籍

　　　

５２５

〃

　　　　　

５２５

〃

　　　　　

５２つ

計

　　　　

７２３

同

　　　　

７５３

同

　　　　

７‘１４

明治６年

〃

　

７年

〃

　　

８年

第４ 表

　

本

　

道

　

戸

　

口

　

表

　

Ｑ８８０年）

本

　

籍

｛名）
ロ 男女別

一

　

戸
平

　

均
男女比 寄・ 留

（戸）
ロ 男女別

一

　

戸
平

　

均
男女比

札幌市街

若 竹 町
（小樽）

勝 納 町
（小樽）

浦 河 村

留 萌 村

増毛市街

９５０

２９

３０

５６

５５

１４５

２，９１０

１６３，

１４６

１６８

１０７

４６２

男１，５５５
女１，３５５

″

　　

６８
″

　

１００

〃

　　

６８
〃

　　

７８

〃

　　

８７
〃

　　

８１

〃

　　

４９
〃

　　

５８

″

　　

２４６
〃

　　

２１６

３

　 　 　 　

５

　 　 　 　

５

　 　 　 　

５

　 　 　 　

２

　 　 　 　

３

１，Ｉ
１・０

１・０
１．５

１，０
１・０

１，Ｉ
１，０

１・０
１，２

１・Ｉ
１・０

４４２

４

４

１６

ｌｏ

２５

４，４２９

２３６

２３１

２５５

４６８

１，１９８

男３，４９３
女

　

９３６

〃

　　

２２１
〃

　　

１５

〃

　　

２１６
″

　　

１５

″

　　

２０６
〃

　　

４９

〃

　　

２９６
〃

　　

７２

〃

　　

９４６
〃

　　

２５２

１０

６０

６０

１６

４７

４８

４．Ｏ
１・０

１．４７
１，０

１．４４
１，０

４．Ｏ
１，０

５．Ｏ
１・０

４．Ｏ
１・０

　

以上の如く 第３表に於いては 人口の増加殆んどないのみならず１８７５年に於いては却って減少

している。 此等は旧制度崩壊による一時の部分的経済破綻により景気下向し人口移動の停滞が見ら

れ， その後漸次回復している。 今此等の状態を留萌村の戸口表を通じて見る事が出来る。

第

　

５

　

表

年

　　　

次

　　　

戸

　　　

数

　　　

人

　　

・口 年

　　　

次

　　　

戸

　　　

数

　　　

人

　　　

口

７

　 　

８

　 　

６

　

・

　

２

　 　

６

６６

　

総

　

国

　

５

　

５

　

解

　

８

　

２

鯛

１５５

１２３

鰍
ｍ撒

６

　 　

２

　 　

１

　 　

５

　 　

９

　 　

４

５

　 　

９

　 　

２

　 　

１

　 　

０

　 　

１

８

　 　

８

　 　

１

　 　

８

　 　

８

　 　

９

　 　 　 　

Ｌ「

（明治１１年）

　

１８７８全戸

　

１８７９″

１８８４年

１８８５″

１８８６″

１８８７″

１８８８

　

〃

１８８９″

１８８０″

１８８１″

１８８２″

１８８３″

－２９５－



藤

　

波

　

信

　

成

年

　　　

次 戸

　　　

数 人

　　　　

口 年

　　　

次 戸

　　　　

数 人

　　　

口

年

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

９０

　

９

　

１

　

９

　

２

　

９

　

３

　

９

　

４

　

％

５

　 　

２

　 　

３

　 　

２

　 　

２

　 　

８

１

　 　

９

　 　

１

　

，
６

　 　

５

　 　

６

３

　 　

２

　 　

４

　 　

４

　 　

４

　 　

４

　

（ Ｕ

　 　

Ａ Ｉ

　 　

Ｒ Ｖ

　 　

イ ヱ

　 　

ｎ Ｋ ）

ハ ｈ Ｖ

６

　 　

０

　 　

２

　 　

４

　 　

９

　 　

７

２

　

４

　

き

　

Ｊ

　

Ｄ

　

Ｊ

１

　

１

　

１

　 　

２

　 　

２

　 　

２

年

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

　

〃

７

　 　

２

　 　

４

　 　

３

　 　

７

　 　

６

２

　 　

５

　 　

８

　 　

９

　 　

３

　 　

３

４

　 　

４

　 　

５

　 　

５

　 　

８

　 　

１

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

ー Ｌ

第

　

６

　

表

郡
苫

　　　　　

前 留

　　　　　

萌 増

　　　　　

毛

年
業種 戸

　

数 人

　

口 戸

　

数 人

　

口 戸

　

数 人

　

口 戸

　

数 人

　

口

１８８９

農

　

工

　

商

　

漁

　

雑

　

計

０

　 　

０
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１８８０年の戸数が前年より減少したのは，出稼漁民の増毛へ

　　　

第７表 山口藩開拓実績

縁巽選冨毅畜凝議霊醒書藁墨需鷲凝議冥馨妄＼ミ留萌

　

増毛
撃を受け漁獲生産物の大暴落の為，出稼漁民の移動が見られる。

（明治３年）

　

２．３町

　　

４．４町

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

１８７０年

又１８８６年の戸数が前年より減少しているが，人ロは２２９名も増

　　

１８７１年

　　

５．５町

　　

８，０町

加している。 此等の原因は１８８４年からの不景気が１８８５年に頂

点に達した為， 多くの網元は操業を中止及び転出， 或いは更に大資本の網元に併呑されたが， 今年

に入り商況回復した為商人及び出稼漁民の移動が認められ， 人ロ増加を喬したものと思われる。 又

１８９３年の戸数は前年より４９戸の増加を示すに人口は８１３名も増加しているが， 此等は海産物の大

豊漁による， 出稼漁民及び商業専従者農工開拓移民の大移動によるものであり， 次の表にそれを見

る事が出来る。
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（明治３年）
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１８７１年
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藤

　

波

　

信

　

成

　　

１８９４年戸口が減少しているのは日清戦役の為，清国向け輸出停止と船舶の徴発の為海運界は停

滞し商況不振となったのであるが，翌年一般の景気良好となる。１８９６年戸□の減少は秋に至って景

気後退して不況となり，１９００年北清事変の清国向け輸出増大は１９０
１年の急激な人口増加となって

いる。 然し此等を実証的に裏付出来る資料は未だ嘗って何一つ見当らない。 故に古
老の言と当時の

断片的資料を基礎に推定せざるを得ない。 然しこの地方に於ける産業が第
６表の如く漁業のみに依

存している事実を考察するならば， 景気変動の長期的波動は勿論短期的波動の内外両因子に大きく

影響する事は勿論当然と言わなければならず， 他の管内とは自ら異ならざるを得ないのである。 農

工業は増毛郡を除いては，１８９２年まで殆んどみられず，１８９３年に至って漸く三郡に亘って開拓きれ

たが， 此等は明治２年以来の山口藩の開拓政策
５）当時と何等変らず， それのみならず第７表及び第

８表に見る如く何の進展をもなして居らぬ事実は， この地方の拓殖計画の脆弱性と適応性に欠けて

居り， 今日の工業立地の条件から分析すれば当然と
言わねばならぬ。

①

⑩

③

第一表

第ニ表

第三表

第四表

第五表

第六表

第七表

新選北海道史第二巻通説

　

一

新選北海道史第三巻通説

　

ニ

新選北海道史第三巻通説

　

ニ

新選北海道史第三巻通説

北海道市町村行政区画便覧

留 萌 町 史

　

Ｐ．８４．

新選北海道史第三巻通説

留萌市役所調査

留萌市役所調査

留 萌 町 史

　

Ｐ．８３．

Ｐ．３５７．

ＰＰ．１４８－－９．

Ｐ．７７１．

　

Ｐ．７４３．

昭和２９年３月

ニ

　

Ｐ．７３３．

北海道自治協会

〔註〕

１） 札幌，・亀田， 松前， 俺山， 寿都， 岩内， 小樽， 空知，上川， 増毛， 宗谷， 網走，
室蘭， 浦河， 河西， 釧路， 根

　

室， 紗那

　

｛北海道小誌

　

大正２年

　

ｐ，１４４）

２｝

　

札幌， 函館， 櫓山， 後志， 空知， 上川， 増毛， 宗谷， 網走， 室蘭， 浦河， 河西， 釧路， 根室， 札
幌区，函館区，

　

小樽区 （同上 Ｐ，１４５）

３） 沖口役所の廃止に伴い１８７０年正月海官所と改め， 同年１２月叉海関所に改め，１８７５年船改所と改称， 函館， 幌

　

泉，寿都， 手宮の新設，沖口海官所規則は１８６９年１２月発布きれ１９７０年正月施行された。 これによ明日幕以来

　

の税目の繁雑を除き運輸交通及び産業の不便を一掃するに至った。
４） 産物会所は税法の苛重と検査の煩雑は１８７２年に向う３年間外国貿易を除き本道移出入税免除の特典を与える

　

に及んだのでこれを機会に東京， 大阪， 兵庫， 敦賀等の会所を閉鎖したのである。
５） 明治２年開拓移民の増加と道路開馨山道の修繕， 橋梁の架設及び不毛地の開拓， 米国式捕鯨船の購入， 翌３年

　

農漁業の産業開拓及び留萌郡の石炭採掘鉱夫の招致及汽船の運漕， 請負人の独占禁止等であるが実際には漁業

　

中心の開拓政策であった。

三

　

産業振興と商業政策

　

開拓使１０年計画の推進が産業を助長し，その振興と商業の発展を導いた事実は，ある程度認め

ねばならぬが， すべてを是とするわけにはいかり。 即ち産業の中心が水産であり， 本道の此特殊性

を認めるとはいえ農工政策にその肢行的欠陥を内蔵しているのを見逃す事は出来ないのである。 そ

の後１８８２年三県一局制となり，開拓使の政策と異なる拓殖事業を主体とする植民及び山林の事務等

を農商務省及び工務省の管理となし， 一切を農商務省中の北海道事業管理局で管理せしめたのであ

る。 然し行政機構．の不統一と拓殖政策の無計画化は事業半ばにして挫折し，１９００年より北海道１０

年計画が実施されたが，計画の不完全及び財政貧困及び日露戦争の原因により遂に１９０９年で打切ら

れ， 撤密な計画の下に１９１０年より第一期拓殖計画の実行となったのである。 この管内の産業が前

述した如く漁業中心であり，１８８９年に於いてはじめて農工業の萌芽が見られたが， 漁業の優位性は
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北 海道商 業 史

他の産業の開発を進捗せしめる素地をつくり得なかった。

　

農業に於いては１８８１年開拓使終期の本

道耕地は２万余町歩農産物価格１００余万円で， 本道総生産額の約９５０万円に比すれば１割強で， 主

　

，

産の水産物総額７１０余万円に比すれば７分の１に過ぎない。 又この地方に於ける農業の歴史も古く

開拓使事業報告１）中にも見られたが，１８６６年，１８６９年の凶作に会い水田を廃すると共に留萌， 増毛

の水田も庄内藩の引揚により自然と廃止され， 畑作物中心となった。 即ちその種類も粟，，稗，蕎麦，
大豆， 小豆， 胡麻， 大根， 瓜類，致さ類，煙草等が栽培きれたが， その中煙草は１８８４年田中某の煙草

栽培休業届が出され，又規定尋非作地以外に栽培するものがあり， その為１８９７年勅齢第３９６号を以て

規定区域のみ耕作すべしとの通告が発せられている。 今下記に掲げた図表は開拓使１０年計画終了

後の１８８２年の留萌外二村及び１８８６年から１９０１年までの留煎，増毛，苫前三管内の農産物生産高を

分析検討するならば自ら当時の発達概況を知る事が出来る。
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藤

　

波

　

信

　

成

　

又開拓使１０年計画による， １８７１年からの官営工業の設立は， 本道の拓殖事情による自給自足

を前提とし， 速なる産業振興を図ったのである。 即ち官設工業は民間工業を指導し保護助長の立場

にあったか， 官営工業の営利を度外視した２）工業経営は一時的には却って民間工業の発展を阻害す

るのみならず抑制したのである。 然し移民増による急、激な人口増加は， 本道工業製品の需要大とな

り， これに伴なって民間工業も漸次発達するに至ったのである。 官設工業の種類も多く， 味噌， 醤

油， 藍， 離皮， 木工， 鉄工， 挽材， 煉瓦， 石， 石灰， 紙， 馬具， 生糸， 機械， 造船， 漁網， 葡萄

酒， 麦粉， 菜種油， 肝油，缶罷詰， 陳搾粕，鮭屡製，燃寸等で工場数３０余箇所及び内務省直営の製糖

所１であったが①，此等の工場は設立要旨から見ても飽迄も本道工業の基礎であり，民間工業の指導

的役割を充分果すべき使命を持っていたのである。 即ち開拓使は１８７８一９間に５箇所の払下げ
３）を

行い，民間企業の充実と共に漸次払下げを考慮していたが，１８８０年
１１月政府の工場払下げの主旨に

基づいて開拓使は工場払下げ概則を発令し「工場勧誘の為政府に於いて設置したろ諸工場は， 其組

織整備して当初の目算の事業漸く挙がるに従い， 官庁の所有を解いて之を人民の営に帰すべき者」
②

により１８８１年払下げの許可を与えたが実施されたのは，根室製革所，歯舞昆布精製所の二つを数え

るのみで， その他函館製革所， 茅部鱈肝油製造所， 茂辺地煉化石製造所及び休業中の石灰製
造所を

希望者に貸付した為，１８８２年開拓使廃止される時には既に官設企業の数は減少していたのである。

　

留煎管内の工業は前述した如く漁業中心の為石狩， 空知， 上川等の本道中央部の農工磯業の振

興は見られず， 当管内に於ける官営企業はなく・僅かに生産的なものとして醸造業がその代表的なも

のであり，北海道庁となった１８８６年初めて調査表が出来上り職業別人員としての工業は主として生

産的な職業を指し， 今日の如き単一の純然たる工業経営をなすものでなく兼営で数種類のものを兼

ねている場合が多く， その何れか主な一つが選ばれて登録され， 今日の工業よりも広範囲に扱われ

ていたのである。 今統計を掲げ当時を偲ぶ事が出来る。
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北 海 道 商 業 史

　　

鉱業は１８６９年９月山ロ藩の管轄後当藩の開拓政策の→こ 「留萌郡山中石炭開掘の為人員を繰
入れた事等」③を上申しているが，当時の資料が見当らず採炭概況を知る事が出来ない。その後１８７３
年４月石橋大主典等の鉱山検踏による復命書によれば 「増毛郡暑寒別， 留前郡ユフトロップ， ホフ
ケショマ，オヘラシペツ，天塩郡クォナイ等に炭脈あるもこれを開坑する価値なし」④ と記している。
１８７５年４月従来の開採略則を廃し日本坑法に準拠すべき察裁を経て，札幌本庁が全道の鉱山を総轄
する事になり， 留萌管内もこれをこ含まれたが， 本庁の採炭計画地から除かれているのは石橋大主典
等の復命書にのみ依存したものとは思われない。 即ち此価値広々の原因を考察するならば結局運輸
交通の両面に於いて， 開坑に莫大な資本を投ぜねばならぬ事と石炭の生産費を考慮したものと見る
のが妥当である。 此等の炭磯中今日採炭さえているものは， 天塩炭田の中留萌炭田， 羽幌炭田， 宗

谷炭田中， 幌延炭田の三炭田で， 留篇炭田中主なるものは大和田炭鉱で羽幌炭田は天塩国苫前郡の

中部にあり， 羽幌市街地の東若くは北方３里乃至４里半に位し， 鴬峰 「セタッコナイ」（瀬滝内）の

両炭坑が開坑されたが， 幌延炭田と同様交通不便の為発展せずに大正年間に至ったのである。 然し
乍ら明治， 大正を通じ， 操業成績の代表的なものは大和田炭鉱で第一坑は１９０３年金喜炭鉱として，
第二坑は１９０１年斎藤炭鉱として開坑，その後１９１１年１０月大和田炭鉱株式会社に買収され，１９１８年
１１月鉱業権者大見首太郎に渡ったのである。 当炭鉱は留萌線大和田駅より７丁の近きに在り，此間

の交通は馬車軌道にて行い， 留前港を控えて誠に鉱業発展の条件を具備していたのである。 日露戦

争後鉱業界の好況に伴ない， 民間の投資が盛んに行われ， 石狩炭鉱株式会社及び榎本武揚， 吉田三

郎右術門等の留萌炭鉱株式会社が設立されるに至った。 その他泥炭も道内有数の主産地として， 天

塩国天塩郡が挙げられ，天塩油田も近時有望視され，苫前郡羽幌村初山別村，留萌郡留萌町，天塩郡

幌延村等である。 薩藻土は天塩国天塩郡遠別に産し， 道内主産地の中に加えられている。 又砂金は

天塩国天塩川上流（苫前郡初山別村，羽幌村）に産し，１９０１年本道総生産高２５８貫２３４匁（１，００９，７００

余万円）に上りその中の屈指に教えられている。１９０７年以後財界の不況に伴ない， 多くの企業は，
休業閉鎖及び解散相次ぎ， 殊に石炭業は生産施設を拡張整備した後に海運界の不振に遇い， 石炭の

生産過剰は価格を益々下落せしめたのである。 然し１９１２年に入り鉱業界は漸く回復し，１９１３年石

炭騰貴した為，輸出活況を呈するに至り，１９１４年迄本道の最高２９，０００人，最低１４，０００人の約２０，０００

人の入込坑夫があり， その後１万人余に減少している。 又同年７月第一次欧州大戦の勃発により漸

次経済界は景気下降し， 第１３表の１９１６年に此傾向があらわれている。 即ち不況期による炭坑労務

者の移動と， 小樽港との海上交通にのみ依存せねばならず， 運輸の不便及び冬期間の障害は殊に大

きく， それのみならず大戦勃発による海運不振の影響の為， 全く他の主要炭鉱と較べものにならな

い程減産している。 然し此等鉱産物は石炭を除き， 明治， 大正年間を通じ， 殆んど会社組織による

大資本の企業化は見られずに終っている。 当管内の炭田の埋蔵量と本道最優秀炭田との対比を生産

設備の拡大後の１９１３年の不況から１９１７年までの鉱業界回復迄についての統計を見るならば当時の

態様を知る事が出来る。

第１３表 本道主要炭遁石炭産出量

年
（年）

次 石

　

狩

　

炭

　

田

　　

（屯）
留

　

萌

　

炭

　

田

　

｛屯）
釧

　

路

　

炭

　

田

　　

｛屯）
其

　　

の

　　

他

　

（屯）
計
（屯）

１９１３

１９１４

１９１５

１９１６

１９１７

１，９１５，９１２

２，４７２，４８３

２，４８３，６２８

２，８６０，１８３

３，５７４，４３３

２４，１３０

２７，８２０

３９，０４２

１７，８２８

４４，４３３

６２，８６９

６３，５１６

７３，９２７

７８，８７２

６９，２６８

２３，８９８

２２，８９５

１４，９５５

１０，８２１

２６，５０６

２，０２６，８０９

２，５８６，７１４

２，６１１，５５２

２，９６７，７０５

３，７１４，６４０

－３０１－
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第１４表

　

１９１３年留萌管内炭田現在及び推定炭量並びに其賦存区域

炭

　

田

　

名

　　

炭量種別
水

　

準

　

上

　

（屯）

水準下２０００尺

　　

（屯）

水準下４０００尺

　

（屯）

総

　

炭

　

量

　

｛屯）

総

　

面

　

積

　

（屯）

留 萌 炭田
現存炭量

推定炭量

　

１８，０００

３１，６１７，０００

　

１３５，０００

１５３，７０１，０００ ２７２，２２７，０００

　

１５３，０００

３０３，８４４，０００
約 １４，５８２，４００

苫 前炭 田
現存炭量

推定炭量 ９，７９７，０００ ４８，０８９，０００ ９６，１７８，０００ １０５，９７５，０００
約

　

７，２２１，７００

宗 谷炭 田

　

（天北）

現存炭量

推定炭量 ３１，３２３，０００ １０８，１７６，０００
１３９，４９９，０００

約 １３，６７９，６００

　

水産業はこの管内の開拓の礎であり， 又この管内発展の原動力であった。
然し前節で述べた如

く場所請負人制度及び開拓使設置以来の物産税の税率の高き事， 及び現品税緒の検査の繁雑と時間

の浪費は， 漁業者の非難の対照となったのである。 即ち
この物産税は松前藩及び幕府直轄時代に於

ける請負人と漁民との契約即ち二八或いは一九の慣習に依ったものである。 然し此等は各地に於い

て税率が異なり， 現物納の不利等の条件があり， 水産業そのものの
発展を期す事が出来なかった。

かかる事態に陥るや１８８６年北海道庁設置され，本道拓殖の計を策し，水産事業の推進発
展を図る為，

現行税制の重税と繁雑を避けしめねばならぬとの見解に立ち， 岩村通俊北海道長官の奔走により遂

に１８８７年３月勅令第６号を以て水産税則を定め， 従来の物産税， 出港税を廃止， 同年
４月１９日大

蔵省令第６号を以て， 北海道水産税則を定め，５月
２日北海道庁令第４５号を以て水産物営業人組合

を定め，６月４日同庁令第５８条により納期区別等の取扱方を訓
令され， 水産税則により辞ナ付すべき

水産物の種類４）を制定し， この水産物に課税その徴収の方法を
長官は水産物営業人の組合を定め，

これを各営業人に賦課したのである。 又組合の税額は
１８８２年から１３８４年迄の３力年間本道に於け

る該税品払下げを為した代価を平均して算出せしめたのであるが，１８８７年以後３カ年以上を経たも

のの中， 北海道の全部又はその幾分かにつき水産物既定の価
格， 不当なる場合大蔵大臣は更に既往

３力年間の産出高並びにその売買相場を平均せしめたのである。

　

その後１８９１年３月には大蔵省令

第４号を以て北海道水産税の算出価格は１８８８年１月より１８９０年１２月迄３カ年間，水産物平均産出

第１５表 漁

　　

業

　　

戸

　　

口

郡 留

　　　　　　

萌

　　　　　　　

増

　　　　　　

毛 苫

　　　　　　

前

　

＼＼専兼業‘主
専

　　

業 兼

　

業 １ 専

　

業 兼

　　

業 専

　　

業 兼

　　

業

１４４ノＥヨ
２１８人

１７８
５ｊ６

２４６
６６１

８２１

９７０

９４８
３，６８０

７８０
４，０３３

５７ノＥｉ

６８人

４９
８８

３８
１４５

４２９

６５
１２１

４８
１２０

３０２ノＦヨ

３０２人

１５９
４５９

，
３０６
６０５

４２９

６３０

９７戸
９７人

９
１２

２３
７９

５６５

５

１９９ーコ
・

４２３人

２１０
５２６

２２８
６３９

１３Ｆ日

７８人

１７
９１

４６
１１６

１８８６（明治１９年）
１４４戸

　　　　　

５７戸

　　　　

３０２戸

　　　　　　　　　　

２１８人

　　　　　

６８人 ３０２人

１８８７（〃

　

２ｏ年）
１７８

　　　　　　

４９

　　　　　

１５９

　　　　　　　　　　　　

５ｊ６

　　　　　　　　

８８

　　　　　　　

４５９

１８８８｛〃 ２１年）

　　　

２４６

　　　　　　

３８

　　　　　

，
３０６

　　　　　　　　　　　　

６６１

　　　　　　　

１４５

　　　　　　

．６０５

１８６８｛〃 ３１年）

　　

８２１

　　　

４…

　　　

４２９

　

１８９９｛〃 ３２年）

　　　

９７０

　　　　

：

　　　　

６３０

１９ｏｏ（〃

　

３３年）

　　　

９４８

　　　　　　

６５

　　　　　　

－

　　　　　　　　　　

３，６８０

　　　　　　　

１２１

　　　　　　　　

一‐

１９ｏｌ（〃 ３４年）

　　　

７８０

　　　　　

４８

　　　　　

一

　　　　　　　　　　　

４，０３３

　　　　　　　

１２０

　　　　　　　　

－－

　　

＼＼専兼業

５６５

－３０２－
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第１６表

崎要三 郡

　　　

名 建

　　　

網

　

｛統）

差

　　　

網

　

（統）

引

　　　　

網

　

（統）

雑

　　

網

　

（統）

合

　　　

計

　

（統）

１８８６

留

　　　

萌

増

　　　

毛

苫

　　　

前

１３９

１５９

１１１

１，２２０

２，４６８

２１

５２３

． ←

　 　

父 Ｕ
１，３８１

３，１５３

１１１

１８８７

留

　　　

萌

増

　　　

毛

苫

　　　　

前

２０４

１５２

１１２

１，１３０

４′０３２

１，９７５

３５２

６５５

６ １，６９２

４，８３９

２，０８７

１８８８

留

　　　

萌

増

　　　

毛

苫

　　　　

前

１９６

１４０

１３０

２，１９０

６，４７２

２，５２８

１５１

５４２

８

　

３

　

８
２，５４５

７，１９２

２，６５８

１８８９

留

　　　

萌

増

　　　

毛

苫

　　　

前

１８９

１４０

１６１

３，３５４

９，８００

２，９９４

６

５２１

８ ３，５５７

１０，４６１

３，１５５

１８９０

留．

　　　

菌

増

　　　

毛

苫

　　　

前

２０９

１６６

１９３

４，０１５

１１，５１５

３，８７６

９

５４２

８ ４，２４１

１２，２２３

４，０６９

１８９１

留

　　　

萌

増

　　　

毛

苫

　　　

前

２５４

１８１

２３９

４，５８２

１２，７６８

４，０９３

１８０

６２８

９４

ｌｏ

４

５，０２６

１３，５８１

４，４２６

１８９２

留

　　　

萌

増

　　　

毛

苫

　　　　

副

２６１

１９７

３３３

６，１０５

１４，４０５

４，９２３

４０７

６０２

ｌｏ

３

６，７８３

１５，２０７

５，２５６

１８９３

留

　　　　

萌

増

　　　

毛

苫

　　　

前

２４４

２５９

３６７

９，８１０

１２，７６８

７，９０１

３３７

４７２

８５４

１０

ｌｏ

１０，４０１

１３，５０９

９，１２２

１８９４

留

　　　　

萌

増

　　　

毛

苫

　　　

前

２６５

２５９

３３８

６，８５８

１２，８３７

４，３２９

１５８

６６

４４

１５ ７，２９６

１３，１６２

４，７１１

１８９５

留

　　　

萌

増

　　　

毛

苫

　　　

前

２３７

２３１

４６６

１１，６７１

１２，８６１

１０，５３７

３

　　　　　　　　　

． １１，９１１

１３，０９２

１１，００３

１８９８

留

　　　　

萌

増

　　　

毛

苫

　　　

前

３０５

２６６

１５，２７６

１４，４１５

４９７

６２０

６２５

５００

１６，７０３

１５，８０１

留

　　　　

萌

留

　　　

萌

留

　　　　

萌

２９１

３２１

２６５

１６，４８４

１６，６８５

１６，６８５

３

３

６

４７０

３２８

３０９

－－３０３ ー
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高並びに売買相場により，これを改定１８９２年施行の公示と共に同年
１月北海道庁告示第５号を以て

各組合１ヵ年の税額が定められ当管内の留萌漁業組合の定額５）が示されたのである。 その後１９０１

年３月３１日勅令第２１号を以て北海道水産税区令が発布されて従来の納税組合が廃止され， 税区会

が設けられ， 区町村長がこれを管理する事になり， 税区会議員は漁業者
より選出し， その税区会に

於いて，各自の負担額を決議して北海道の水産税を
３８万円と限定，前３カ年の収獲高に応じてこれ

を負担するという税則が定められ， この税則は最近迄実施されたのである。 以上の
税制の改革は旧

来の匝習を一掃し，水産業に新時代を画し自覚しい発展を見るに至った。
即ち当管内の推移を第１５

表， 第１６表の統計を分析するならば当時の繁栄を知る事が出来る。

　　

即ち第１５表に於いて １８９８年兼業者が多数に上ったのは １８９７年の日清戦役後の経済界の不況

と本道の水害凶作の影響を受け， 物価騰貴した為， 比較的有利な条件の水産業及び工業への
生活維

持の兼業を余儀なくせしめ， 漁業への発展に惹かれ， 専業となるものが増加し逆に兼業
は減少した

のである。 即ち留菌に於ける翌年の専業者の戸数の増加を見れ
ば瞭然である。 漁業経営の発展は第

１６表に見られる如く， 刺網，引網の漁法より， 漸次大資本を要する建網の大企業に発展し， 特に
留

萌， 苫前両郡に於いて多数用いられ， 又刺網は増毛郡に於いて
盛んに用いられたのである。 此等は

魚類の漁獲法により網を選定しなければならない。

　

殊に１，８９４年の減少は日清戦役による船舶の徴

用と海運界の不況と清国向け海産物の輸出禁止等で， 大資本による建網の減少は特に目立ち，
１８９８

一９の本道水害凶作の不景気に拘らず， 漁業の発展は自覚しかったが，
１８９６年１２月の東京株式取

引所の株価の大暴落と同時に 大阪地方の銀行取付及び１８９８年４月の久留米銀行の支払停止に伴な

うその影響は，本道にも波及して１９０１年６月小樽貯蓄銀行支払停止となり，経
済的破綻を生ずるに

至った。 故に大資本による建網の減少は必然である。 当管内に於け
る主たる水産物は鱗を第一とし

鮭， 海鼠， 鱒， 鱈， 昆布， 飽， 膜， 石花菜， たらば蟹等で此等産額を
１８８７年より１５年間の統計を

掲げ水産業の隆盛を見る事が出来る。

第１７表

※目 錬 鮭 鱒 鱈 鮪 飽 海

　

鼠 昆

　

布 石花菜 価格合計

１８８７
１６，２９７．０００

　　

円
９０，３５０．１２８

１，１２２‘２１８

　　

円
９０，３５０．１２８

９８．２３０

　

円
４５１．４４１８

１２８．１０５

　

円
１，４７１４４８

１１２．４４９

　

円
９３９．１１６

斤
２０８，０００

　

円
１７２，０００

　

斤
２，８５７．５００

　

円

　

６３６・＊曇８

６１６，９４４

　

円
１，０８５，８２１ １８５，４５６．５３７

１８８８
２１，２７３，３４５

１３，４５３，７６９

２，１６６．９５１

１７，３７７．９３３

４２．０１７

２７３．１１１

１０７．１１８

１，１１２．８７５

１３５，７２８

９８７．９２Ｚ４

３２２．２５０

８０．５００

３，１５０，５００

７０３．６８０

３７０，０３８

６２８．１６２ ３４，６１７．９５４

１８８９
２２，６７４．８５０

１３４，３６２，６０８

１，２５９．１６７

１２，９９１．６７０

１３１，６３４

８５５．６２１

１６４，９９５

１，６５０．９５０

１９５．８４０

１，４６８．８００

６０８．５００

１５２．１００

２，３２５．０００

８２４，７１５

５８４．７２８

９０９．２３０ １５３，１６９．５６４

１８９０
２７，２３４，１９３

１６８，１２３．３８１

１，３３７．４００

１４，７１１．４００

１２１．２１７

９４５，４９３

１１２．３５５

１，１６８．４９２

２６，６８８

１６１．９２８

３，４３１，２５０

８５２．９４６

５０３，９０８

９４８．３０２ １８２，９１１．１４２

１８９１
２２，８７４．６９３

１２９，４０９．３８８

１，４６８．７８３

１３，２１９．０４７

９６．５３３

７２６．６１０

７５．５４０

８１５．１５０

５８．１０５

４５８．４４８

２０３．５００

５８．７５０

５，６３５．０００

１，２８４．１４０

９７８．３８４

２，０８５．６９１ １４８，０５７．２１蝿

１８９２
１９，７２５，０２１

１３２，２９４．３４２

１，１７６．６６７

１２，９４３．３３７

８３，６１８

５６８．６０２

１２５．８７９

１，４４７．６００

１５４．２５０

１，１５６．８７５

６４４．０００

１９９．２００

３，４６０．０００

８６５，００９

１，２８３．２５５

２，１３６，０８８ １５１，６１１，０５３

１８９３
３０，５８３．０３５

１９６，０００．８５５

９０８．６５０

８，８１３．９０５

６１，４３３

３９３．１７１

２０５．２００

２，２５７，２００

１８３．７５０

１，３７８，１２５

１，５１１．０００

４５３．３００

３，３４９．２５０

８３７．３１３

１，５０２，２８１

２，７１１．２８８ ２１２，８４５．１５７

－３０４－



北 海道 商 業 史

氷ご 卿 鮭 鱒 鱈 舶 飽 海

　

鼠 昆

　

布 石花菜 価格合計

１８９４

　　

石
２０，１６０．６２２

　　

円
１２３，７１９．３９４

２５３．３８３

　

円
２，２８０．４４７

１１９．３４２

　

円
７９９．５９１

１９２．０１９

　

円
２，１１２．３７２

１６９．０２２

　

円
１，３８１，３７２

　

斤
１，２７８，２５０

　

円
３９６，３４２

　

斤
４，４７１，５００

　

円
１，０９５．４９３

２，４６２，１３６

３，５００，３０６ １３５，２８５．３１

１８９５
２５，１１８．６９３

１５４，８３２．７４５

５２９，８６６

８，７４２，７９０

６１．９７５

５２６，８８８

５３．６６０

５３９．９２４

５３，６６０

５３９，９２４

６０２，０００

１８８．１３０

２，９４４．０００

８１３．１９２

３０５．２５０

４９４，２６８ １６６，７７７．８６１

１８９６
２４，８２３．８３９

２２３，０３０．６３１

３８３．０００

６，５１１．０００

　

７０，０００

１，１２０．０００

４９．８２６

７８１．４５８

３５，４７９

４２６．２００

３，４２５，０００

１，３７０．０００

３７５，０００

７５０．０００

２，１３６，０００

６８３．５２０３３４，６７２．８０

１８９７
２３，７６７，８５０

２１３，９１０．６５０

３００，０００

５，２５０，０００

３６，０００

５７６．０００

　

８２．３１３

１，３５２，２００

３４１．８７５

３，６７１．６５０

１６，５００，０００

５，８６７．４００

３５，６２５．０００

２４，２５０．０００

７８０，０００

１，３１０．４００

２，１８０，０００

６５４．０００２３６，８４２．３０

１８９８
１８，７５７．３２５

１７１，４４３．１２３

３７６．０００

７，５２０，０００

２４，８００

５３６．１６０

２９，１５０

３３０．９００

６６．３７５

５８２．７５０

６，２５０，０００

２，５００．０００

５９，３７５，０００

２３，７５０．０００

５３５．０００

１，４０７，０００

１，６８４，０００

４４８．７９０２０８，５１８．７２

１８９９
１５，４２８，２６０

１５８，２９５．０８２

４４０．０００

７，６８０，０００

４３．０００

５５９．１６０

１０，１２５

１７２，１５０

８５．２５０

８２５．９５０

５８５，０００

２３３．７５０

２０，６４８．０００

７，２０９．３００

２８０．０００

１，８１９，７２０

６９３．０００

２８６．０００１７７，０８１．１１

１９００
２０，２０７．２５４

２７４，６８９．７２１

　

６９２．１６０

１２，４５８，８８０

４９．８５０

６４８，０５０

　

６３，３１２

１，３０５．５００

ＺＯＯ．０００

２，３０９．８００

３７１，０００

１６６，９５４

１，２８７．７５０

２，０９２４８０

５００．９００

１，１２３，７５０ ２９４，７９５，１３

１９０１
３３，７４５，５６７

２４０，２３８，６１０

　

５２４．９８３

１２，４４７．７６６

１２，２６０

１２２，６００

　

５１，６８７

１，３９８．４００

２５６，０００

４，０９６．０００

８００．０００

２５０．０００

１１，８６０，０００

３，７８７．４１０

１，２００．８６０

３，９３０，８７５

７２３，５００

２４３，００１２６６，５１４，６６

　

明治維新による政治的変革は国民経済の破綻を生みデ

　

商業の不況は覆うべからざるものがあっ

た。 政府は此等の不況の主因
６）に対する述かなる処置をせねばならず，商業政策として１８６８年閏４

月京都に商法司を設け商法会所に於いて商人の金融の便を図ると共に， 同年５月商法会所の布達に

よる「商法大意」により， 株仲間組合を骨抜きにし， 営業の自由及び１８７１年職業の自由を認め， 商

意識の昂揚に勉めたのである。 １８６７年２月通商司が設けられ，同年３月商法司廃止きれ， 通商司こ

れに代り事務一切を承継し， 我国の貿易の独立発展を助長せしめたのである。 斯様な商業政策と並

び開拓使の開拓政策は，本道の特色たる水産業をはじめ農畜林鉱工業の発展に主力を尽し，特に水産

業の発達を阻害する旧制度の場所請負人の廃止及び税制の改革により漁業専業者は勿論出稼漁民，
逐次増加してこれと並んで商人の移住があり商業経営をなす者漸く多数を数えるに至った。 然し此

等の発展に最も大なる潜在的な貢献をなしたものは近江商人であり， 本道生産物と本州生産物との

取引の中心にこの名があり今日に及んでいる。 内国貿易に於いては移出が大正初期迄水産物が第一

で農工鉱畜等の順であったが，第一次欧州大戦を契機として１９１５年漸く工産物の移出第一となった

のである。 移入については日常必需品
７）が多く特に玄米， 白米， 呉服大物， 日本酒， 漁網， 砂糖，

小間物等の日用品であった。 又 「移出品の中海産物は阪神地方， 新潟， 四日市， 尾ノ道， 敦賀， 両

羽， 三陸を主とし， 農産物は東京， 大阪， 神戸， 四日市， 新潟等。 鉱産物は東京， 横浜方面， 林産

物は東京， 京阪方面」 へ， 又 「移入品の中米穀は主として富山， 新潟， 青森等， 呉服大物は東京，

大阪等， 酒， 砂糖は大阪， 東京等より， 縄，鮭は酒田，新潟，敦賀，佐渡，青森，秋田等」
⑥より移入

された。 日常必需品の移入の顕著なる事実は一般特殊工産物を除き移出品の大部分が小麦で， これ

は農産，鉱産の原料生産物であるが為であり，１９１６年には５，８４５万円，即ち移入総額の３６，７％の比率

を占め１９１９年には２１，０００万円，１９２４年には２０，０００万円を超え，１９２６年には２２，２３０余万円に達し全

－３０５－



藤

　

波

　

信

　

成

移入額の５８．４％を占めている。 外国貿易に於いては本道五六港
の を中心に行われ１８８６年輸出６７万

余円輸入５万余円で輸出の大部分は清国に対する水産物で， 輸入は石油が大部分であった。

　　

北垣長官の１２カ年拓殖計画案に増毛港の修築費２６５，２５３，２０銭が計上されていたが実施されず，

又園田長官の北海道１０年計画に於ける河川港湾費中石狩川外１１河川の．
の地形測量， 水準測量， 水

位及び流里観測を行い， 函館タト１３港に於いて地形， 深浅，鎖孔，潮流等の港湾調査の中苫前港のみ

が除かれ全部完了した。 又函館， 小樽， 釧路， 留萌， 根室， 網走の６港の修築が計画されたが， 竣

工したのは小樽港のみであった。 即ち日露戦争の影響とはいえ当管内に於ける重要な運輸施設の整

備は何一つ達成さえ ずに終ったのである。 又共同事業助成金により産業組合， 土功組合を補助育成

し産業の振興を計ると共に一方には産業奨励費が計上され， その中に商工奨励費， 植民事業調査費

が含まれ， 生産物の販路の調査， 交通機関の整備と共に商工業に関する調査及び当時者に対する報

告及び勧誘， 本道金融の概況及び産業に関する調査資料等の配布に資され， 拓殖の進歩につれ各植

民行政に対する資料の整備及び起業者の参考として移住者の事蹟調査を行い， 牧畜， 混同農業， 農

業経営の実態調査を行って産業の発展の原動力となる移住人口の質的向上を計ったのである。 然し

此等前二つの計画案は日清， 日露両戦役の影響を受け工磯業の自覚しい進展を見たが， 輝しき成果

を挙げる事が出来ずに終っている。 その原因を莫大な戦費に帰しているが， 此等は妥当な見解とも

思われない。 即ち部分的にそれを認めるとしても拓殖計画案の脆弱性と繊密なる包括的計画の欠除

によるものである。

　

ここに於いて１９１０年以降第一期拓殖計画による綿密周到なる遠大な理想実現

を画し，１９１０年度総経費７，０００万円
１０）を以って着手するに至った。 此計画案に於ける羽幌， 天塩両

港の港湾調査事業は１９１３年完了， 又当管内の築港事業は留萌港のみで１９１０年度以降１９２１年度１２

カ年の継続事業として， 総工費３，９２２，０００余円なるも財政上の関係から６カ年延長され１９２７年度竣

工予定とし総工費７，０１６，０００余円にも増加し， ここに於いて管内唯一の商港となり， 更に１９１４年の

欧洲大戦を契機として， 水産物， 鉱産物， 農産物の輸出は急激に増加し， 特に欧洲方面， 中国方面

に輸出され， 又一方国内需要の増大に伴ない商港としての留蔵の位置は本道屈指の中に数えられ，

これに引替えて増毛， 羽幌， 苫前， 天塩の諸港は次第に漁業港となり， 発展する余地を持たず今日

に及んでいる。 同年留萌線の開通及び大和田炭鉱の開坑は， 本道中央部の路線と接続し， 此等交通

網の発展は販路を拡張すると共に商業の繁栄を高し， 工業立地の条件と並び上川， 北見， 十勝の方

面に商業圏を確立するに至ったのである。

〔註〕

１）「安政五年庄内藩士須藤周蔵等始めて今の優別に畑を開き茄菜を播種す，六年留崩及び優別に水田五反余歩を開

　　

き稲を試植す。 其茎ニ尺五， 六寸に至るも， 気候の為め登熟せず， 試作連年好結果を得る能はず， 遂に家を携

　　

へて国に帰る。 由来耕作を事とするもの僅かに両三戸に過ぎず。其の他は専ら漁業を営み， 宅地の周囲に野菜

　　

を植るのみ， 然るも逐年移民増加するをこ従ひ農事稲々盛ならんとす」｛留萌町史 ｐ．１６９）

２） 開拓使の工業の損益は１８７９年度には純益１２，８４２円， 欠損２７，４６５円，差額１６，２２３円これには専務官吏の俸給を

　

含まず 鰯０年度純益５，班 円，欠損４０，似 円，差額３４，鵬 円， 服・年度（豊麗雄１昌）純益２，滋 円，欠

　　

損７０，２７１円， 差額６７，８８７円（新選北海道史第三巻通説ニ ｐ，４９３）

３） 篠路味噌醤油醸造所， 札幌味噌製造所， 札幌醤油製造所， 札幌馬具製造所， 札幌製油所 （新選北海道史第三巻

　　

通説二 ｐ．４９０）

４） 第一類

　

生鰍， 生鮭， 生鱒， 生鞠， 生館， 生鱈， 生亀能

　

生邸， 海馬

　　

第ニ類

　

魚粕， 乾身欠煉， 乾背割鯨， 乾ニつ割鰍， 鯨筋粕， 塩鮭， 塩脚， 塩鮪， 塩鱈， 乾鮒， 乾期Ｅ， 乾飽， 乾

　　　　　

河豚， 煎海鼠， 賜， 海扇殻， 乾海扇， 乾牡鯛， 昆布， 細布， 布海苔， 若布， 銀杏草

　

｛新選北海道史第

　　　　　　

四巻通説三 ｐ．１０４０）

５）税額価格百分の五｝

　

覇 驚き葦 湖 ３ヵ年平均出石数

　

同左（上）価格

　　　

７，９０５円７５９

　　　　　　　　　　　

２６１，１１６，９３７

　　　　　　　　

１５８，ｉ１５円１９７

　　　　

（留萌町史 ｐ，１４７）

－３０６－



北 海道商 業 史

６） 一． 諸大名の参勤交代制の廃止による治安の撹乱。ご． 明治元年より同二年の凶作による恐慌 （明治２年北海

　

道東北は大凶作）。三． 株仲間の解放。四， 銀目廃止。五．幕府及び明治政府の御用金調達。 六．蔵屋敷の廃止。

　

七． 藩債の処分等である。（学芸大学紀要第７巻第２号北海道商業史（空知編）ｐ．１８７）

７） 清酒， 焼酎， 味噌， 醤油， 麺類， 煙草， 絹， 綿，毛織物， 衣類（新選北海道史第四巻通説三 ｐ．７２０）

８） 外国貿易は函館港に限定きれていたが１８８７年小樽港１８９０年釧路港１８９４年室蘭港が特別輸出港に指定１８９１年

　　

には昆布，木材及び板を不開港に於いて外国通航の内国船に限り積載輸出を許可１８９４年小樽港に於いて霧領沿

　　

海州， 薩ー吟連及び朝鮮貿易に限り邦人所有船舶の出入並びに貨物の磯卸を許可１８９９年７月小樽，室蘭，釘＝賂の

　　

三港は外国貿易港１９１０年６月根室港特別輸出港になる。（同上 Ｐ．７２０－ｉ）

９） 十勝，天塩， 声間， 留萌， 釧路， 後志， 利別， 太楢， 常呂， 網走，湧別， 鵡の諸川（同上 ｐ．３０２）

１０） 植

　

民

　

費

　　　　　

６，４２４，６１９円

　　

産

　

業

　

費

　　　　　

２，８１７，７２７円

　

道路橋梁費 ２５，４５５，９０３円

　　

土地改良費

　　　　　

２，４２０，３２８円

　　

河

　

川

　

費 １０，２８３，２５５円

　　

港

　

湾

　

費

　　　　

２２，５９８，１６８円

　

（同上 ｐ．３２９）

　

①

　

新選北海道史第三巻通説ニ

　

ｐ．４８９．

　

②

　

同

　　　

上

　　　　　　　　　

Ｐ，４９３，

　

③

　

留萌！町 史

　

ｐ．８３．

　

④

　

新選北海道史第三巻通説ニ

　

ｐ，５４１．

　

⑤

　

同

　　　

上

　

第四巻通説三

　

ｐ．７１８．

　

第十一表

　

留 萌 町 史

　

Ｐ．２１６，

　

第十ニ表

　

同

　　　

上

　

Ｐ．２１６．

　

第十三表

　

北海道産業発達史

　

ｐ．２３７．

　

第十四表

　

札幌鉱務署調査 北海道石炭鉱業会資料

　

館十五表

　

留 萌 町 史

　

ｐ，１６１，

　

第十六表

　

留 萌 町 史

　

ｐ．１６２．

　　

建網

　

横８間， 縦３５間

　

第十七表 留萌市役所調査

－３０７，－


